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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· 16日（月）、法人研修「認知症をめぐる最近の話題」があります。事前の出欠入力を忘れずに行うこと。他、庶務室前の掲示物は毎日確認して下さい。

· 16日からの個人スケジュールを各自で入力して下さい。（電算化委員会より）

· 20日のマザーテレサの映画（ボランティア）の外出は、メンバー希望者はプログラム外出という形で対応する。

＜外来情報＞　

· 村田　昭一様～血圧高値が続くため、内服変更（降圧剤）となる。本人の自覚はない。

· 横町　浩様～喉の痛み訴え、トローチが処方になる。

· 田澤　勝敏様～「本で内視鏡や電気メスの記事を見たけど、どんなふうに使うの」と話している。

　　　　　　　　　気分や調子は変わりないと言う。

· 大釜　久直様～一方的に話し続ける。病院で分裂と言われたけど、自分はそう思わないと話す。

　　　　　　　　　表情の硬さはありません。

· 関　秀治様～青明舎の清掃については「疲れますね、雨の日も大変です」と軽く話す。今月中に

　　　　　　　　職親2回体験予定。

· 関口　禅様～空腹時血糖119mg/dl。肩の痛みが強くなっていると話すが、経過観察することで　　

　　　　　　　　了解する。

＜利用者様情報＞

· 袴田　淑子様～本日の昼食後、外（敷地外）に出て行くことあり、スタッフが事情を確認してい

ます。「よこまちまで･･･」とややぼんやりした感じで言葉を返してきます。通所時間内の外出はできないことを確認している。

· 種市　久子様～死にたいと三戸役場へ電話することがある。地域保健師が対応している。

・大久保　律子様～本日スタッフに不安を訴えている。「幻聴がある。職員やメンバーの声ではっきり言ってくる。死ねとも言ってくる。松平病院からもらっていた、頓服を飲んでおさまっている。」スタッフ不安の内容と本人を傾聴し、スタッフからも外来に情報を伝えることを話する。
· 長瀬　紘一郎様～嚥下運動の際に、「明日から仕事に行く、このままだと結婚も出来ない」など

　　唐突に話してくる事がある。家族とよく話し合ってみてはどうかと返している。その後もちぐはぐな話をしている。

　　　　　　　　　1ヶ月に1回程度のわりあいで、発言の不安定さが出現している。

＜食事に関して・サービス検討委員会＞

· 刻み食の野菜（にんじん）が硬くて食べられない時があった。

· 11日のラーメンの時にシューマイはついていたが、「おなかがすく」との声もあった。

· 盛り付け時には、スタッフは確実に見守り介入が必要である。

· 見本はあるが、実際の盛り付けの際に数のとまどうメンバーがいる。

＜ケア会議・家族面談報告＞

田名部　一樹様の青山荘退所ケア計画

　本人、両親、主治医他関係部署スタッフ6名出席

司会から今回のケア計画について読み上げがあり、関係スタッフからの追加コメントと本人、両親からの質問などについての意見交換を実施する。（話し合い時間30分）

１、定期的な外来受診

　受診の確認と情報交換

２、デイケアへの通所

　リハビリテーションを含む日中の活動参加

　就労支援

　　　　⇒青明舎活動室での清掃

　　　　　職場体験利用

　　　　　社会適応訓練（職親）

　　※「働いている途中に具合が悪くなったら、どうすればいいですか」

　　　「薬忘れてきたら」

　　　「通所は月曜日休みたいです」など、本人からの意見がある。

　　　⇒その場にいるスタッフに言葉で伝えられることが大切である事

　　　　就労にむけては、確実に通所に通える事

　　　　気を張らないで、通所に通えて、その時間からステップアップしていく事

３、生活状況の確認

　自宅での生活状況・服薬状況の確認

　本人や家族からの相談の対応

　　※父から本人への声掛けが難しいと話しあり。

　　　⇒一般的な付き合い方を考えるより、その場の問題に直面した時にスタッフと一緒に考えて　

　　　　いく事

＜青風荘事例検討＞

　　　吉田　キクエ様　74歳　統合失調症

　これまでの経過）

　　　　昭和44年（本人37歳）に被害妄想的な言動や独語、空笑、不眠の出現により入院

　　　　徐々に病状は回復

　最近の様子）

　　　　青風荘での穏やかな生活を続け、通所でのプログラム参加もおおむね良好。

　本人の希望）

　　　　タオル体操を増やしてほしい

　　　　ナイトプログラムを自主活動にしてほしい

スタッフの意見）

· 以前は環境が変わると、胃が痛いと不安定になることはあったが、現在はそのような様子が見られない事から、気分の安定が判断される。

· 体重が増減なく維持できている事は評価してよい。

· 家族に電話して繋がらなくても、「留守電だ」と穏やかに話す事できている。

· 年齢や体調を考えれば、現状維持が目標になってよいケースである。

